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平
成　

年
度
事
業
推
進
に
つ
い
て

１６

　

国
か
ら
の
地
方
交
付
税
等
削
減
や
岩
手
県
行
財
政
改
革
で

の
補
助
金
・
負
担
金
の
見
直
し
な
ど
、
厳
し
い
状
況
下
で
の
予

算
編
成
で
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

町
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
な
く
行
政
を
進
め
る

た
め
に
と
配
慮
し
た
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
が
、
特
別
職
給
与

や
各
種
審
議
会
委
員
報
酬
・
管
理
職
手
当
な
ど
の
削
減
、
一

般
職
員
残
業
手
当
制
限
化
を
は
じ
め
、
各
事
業
の
合
理
化
な

ど
で
、
平
成
七
年
度
水
準
の
当
初
予
算
規
模
と
な
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

予
算
は
減
少
し
ま
し
た
が
、
将
来
持
続
可
能
な
社
会
を
目

指
し
て
潤
い
あ
る
活
力
に
満
ち
た
事
業
を
取
り
入
れ
て
お
り

ま
す
。町
に
は
優
れ
た
伝
統
文
化
が
残
さ
れ
て
お
り
、
循
環

型
社
会
構
築
を
目
指
す
中
で
、
原
風
景
を
百
年
後
の
子
ど
も

た
ち
に
残
し
伝
え
ま
す
。さ
ら
に
複
数
の
国
と
の
交
流
事
業
で

 第一歩

藤原町長の
所信表明から

１　みんながゆとりを持って
快適な地域社会

●
資
源
循
環
計
画

【
有
機
資
源
循
環
】

え
こ
３
セ
ン
タ
ー
利
用
拡
大
／
農

産
物
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス

テ
ム
と
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
／
学

校
給
食
や
湯
楽
々
で
の
地
産
地

消
メ
ニ
ュ
ー
提
供

【
森
林
資
源
循
環
】

公
共
施
設
と
と
も
に
一
般
住
宅

に
対
し
て
の
減
免
、
利
子
補
給
制

度
の
利
用
拡
大

【
無
機
資
源
循
環
】

マ
イ
バ
ッ
グ
普
及
、
食
品
ト
レ
ー

廃
止
協
定
、
エ
コ
シ
ョ
ッ
プ
制
度
の

女
性
８
団
体
を
中
心
と
し
た
取

り
組
み
／
紙
と
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
分
別
が
地
域
を
限
定
し
試
験

的
に
実
施
／
庁
舎
内
の
エ
コ
オ

フ
ィ
ス
運
動
実
行
計
画
策
定

●
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

太
陽
光
発
電
・
家
庭
用
ペ
レ
ッ
ト

ス
ト
ー
ブ
の
普
及
の
た
め
の
補
助

金
制
度
、
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
の

公
共
施
設
へ
の
導
入

●
下
水
道
事
業

上
平
沢
地
区
農
業
集
落
排
水
事

業
（
宮
手
、
南
伝
法
寺
の
三
処
理

区
八
百
八
戸
、
三
千
七
百
三
十

人
）着
手（
十
八
年
完
成
予
定
）

２　健康で個性豊かに
喜び合えるまちづくり

●
健
康
づ
く
り
事
業

八
十
八
歳
ま
で
身
の
回
り
の
こ
と
は
自

分
で
行
え
る
人
を
増
や
す
「
元
気
は
つ

ら
つ
高
齢
者
計
画
」の
推
進

●
安
心
の
食
の
展
開
事
業

「
地
産
地
消
運
動
」
か
ら
「
安
心
の
食
の

展
開
」と
表
現
を
改
め
、
減
農
薬
栽
培
、

減
化
学
肥
料
栽
培
を
勧
め
学
校
給
食

に
食
材
を
提
供

●
障
害
者
支
援
事
業

精
神
障
害
者
施
設
「
さ
く
ら
製
作
所
」

の
移
転
と
民
間
運
営
の
模
索

●
肝
炎
治
療
費
補
助
制
度
創
設

効
果
の
あ
る
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
の
投

与
の
補
助
制
度
創
設
な
ど
で
肝
炎

キ
ャ
リ
ア
の
減
少
を
図
る

３　安全に
配慮したまちづくり

●
災
害
対
策

古
館
地
区
で
の
地
域
住
民
主
体
の
大

規
模
訓
練
／
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
洪

水
予
想
範
囲
、
土
砂
災
害
危
険
個
所
、

活
断
層
個
所
、
避
難
場
所
な
ど
を
掲

載
。公
共
施
設
に
も
地
図
配
布

●
消
防
団
支
援

団
員
の
県
消
防
学
校
へ
の
研
修
派
遣

／
消
防
無
線
の
配
備
／
７
分
団
３
部

の
屯
所
整
備
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国
際
感
覚
に
富
ん
だ
子
ど
も
た
ち
の
育
成
に
努
め
ま
す
。広
い

視
野
で
活
躍
し
次
世
代
を
担
っ
て
欲
し
い
と
の
願
い
か
ら
で
す
。

町
の
名
誉
町
民
、
野
村
胡
堂
先
生
は「
古
里
の　

春
日
の
丘
に

　

か
た
く
り
の　

む
れ
咲
く
頃
の　

な
つ
か
し
き
か
な
」
と
詠

み
ま
し
た
。古
里
は
い
つ
に
な
っ
て
も
緑
豊
か
で
、
心
温
ま
る
自

信
に
満
ち
た
町
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
の
一
念
で
詠
ん
だ
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。今
の
子
ど
も
た
ち
に
世
界
中
で
の
活
躍
を
期

待
す
る
一
方
、
彼
ら
が
ど
こ
に
い
て
も
忘
れ
な
い
誇
れ
る

ふ
る
さ
と
紫
波
を
、
み
ん
な
で
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

さ
ら
に
、
構
造
改
革
特
区
の
認
定
取
得
を
計
画
し
て
い
ま

す
。循
環
型
の
ま
ち
づ
く
り
を
一
層
推
進
さ
せ
る
た
め
の
特
区

を
テ
ー
マ
と
し
ま
す
。町
が
将
来
へ
向
け
て
発
展
す
る
た
め
、

財
政
面
で
も
自
立
で
き
る
た
め
に
、
町
民
・
企
業
・
行
政
が
一

帯
と
な
っ
た「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」を
目
指
し
ま
す
。町
民
皆

さ
ま
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
い
た
だ
き
な
が
ら
平
成
十
六
年

度
も
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

藤
原　

孝

　町が、地域が、住民が

  「自立」を
  　　目指す 

４　地域主導による自立できるまちづくり

●
自
立
型
・
経
営
型
の
地
域
形
成

日
詰
商
店
街
の「
く
ら
し
の
道
ゾ
ー
ン
」

構
想
支
援

●
紫
波
地
区
水
辺
プ
ラ
ザ
構
想

国
土
交
通
省
事
業
の
水
辺
プ
ラ
ザ
構

想
（
郡
山
川
岸
跡
地
）
と
し
て
簡
易
船

着
き
場
な
ど
水
に
親
し
め
る
よ
う
に

整
備
／
昨
年
購
入
の
ゴ
ム
ボ
ー
ト
の
活

用
●
中
心
市
街
地
の
活
性
化

基
本
計
画
策
定
後
、※
Ｔ
Ｍ
Ｏ
構
想
と

実
施
計
画
を
策
定
（
十
八
年
度
か
ら
は

Ｔ
Ｍ
Ｏ
に
よ
る
事
業
展
開
）

●
日
詰
駅
前
土
地
区
画
整
理
事
業

 　

景
観
に
配
慮
し
工
事
着
工

●
行
政
経
営
品
質
向
上

行
政
経
営
の
質
的
向
上
の
た
め
内
部

評
価
員
の
研
修
を
継
続
。ま
た
、
外
部

評
価
も
計
画
的
に
実
施

５　活力ある豊かな
暮らしができるまちづくり

●
特
産
品
開
発

「
紫
あ
波
せ
お
か
き
」「
紫
あ
波

せ
も
ち
た
ろ
う
」な
ど「
紫
あ
波

せ
ブ
ラ
ン
ド
」
を
有
限
会
社
紫

波
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
が
発
売
元

と
な
り
、
全
国
的
に
販
売
／
紫

波
中
央
駅
待
合
施
設
で
特
産

品
販
売
と
産
地
直
販
を
組
み

合
わ
せ
て
店
舗
開
設

●
自
然
農
業
公
園
フ
ル
ー
ツ

パ
ー
ク

町
産
小
麦
、
そ
ば
、
果
物
の
加

工
体
験
が
で
き
る
体
験
工
房
が

夏
オ
ー
プ
ン
。園
内
の
全
面
開

園
は
秋
目
標

●
集
落
水
田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン

農
業
者
自
ら
が
策
定
し
た
集
落

水
田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
の
具
現
化

に
向
け
、
実
践
活
動
を
支
援
／

遊
休
農
地
の
活
用
を
目
的
に
花

や
農
産
物
を
生
か
し
た
「
彩
の

郷
づ
く
り
」着
手

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

要
望
の
多
い
停
留
所
の
新
設
、

運
行
の
一
便
増
便

●
構
造
改
革
特
区
申
請

「
循
環
型
ま
ち
づ
く
り
特
区
」と

し
て
循
環
型
社
会
構
築
の
ス

ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
、
産
業
の
創
出
、

雇
用
拡
大
を
期
待

６　外との風が行き交うまちづくり

●
交
流
人
口
の
拡
大

交
流
人
口
二
百
万
人
構
想
の
た
め
の

産
直
施
設
一
カ
所
増
設
／
美
し
い
紫

波
・
四
季
彩
交
流
促
進
事
業
の
推
進
／

宿
泊
施
設
「
湯
楽
々
」
の
さ
ら
な
る
活

用
●
国
際
交
流
事
業

ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
バ
ー
グ
市
の
１
校
と

の
１
年
お
き
の
交
流
（
今
年
度
来
町
予

定
）
／
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ス
タ
ン
ソ
ー

プ
シ
ャ
イ
ヤ
ー
市
（
派
遣
の
み
）
／
ア
メ

リ
カ
・
ダ
ニ
エ
ル
ズ
中
学
校
と
の
交
流

／
国
際
交
流
協
会
が
中
心
と
な
り
、

国
際
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
の
引
き
受
け

※ＴＭＯ　商店会、町民、行政などが参画し、まちの運営を総合
的にプロデュースすることで中心市街地の活性化に取り組む組織
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第三
庁舎保健センター

業
務
内
容
（
主
要
業
務
抜
粋
）

法
務
、
文
書
管
理
、
政
策
評
価
、
情
報
公
開
、
国
際
交
流
、
入
札
、
統
計
調
査
、
エ
コ
オ
フ
ィ
ス

人
事
管
理
、
秘
書
、
叙
位
叙
勲
、
庁
舎
管
理
、
財
産
管
理
、
境
界
変
更

消
防
、
交
通
安
全
、
防
災
・
防
犯
、
自
衛
隊

総
合
計
画
策
定
、
財
政
調
整
、
広
域
行
政
事
務
、
地
域
交
通

Ｉ
Ｔ
推
進
、行
政
改
革
、行
政
経
営
品
質
向
上
、広
聴
・
広
報
、情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

商
工
振
興
、
労
政
、
雇
用
対
策
、
観
光
開
発
、
地
域
交
流
、
特
産
品
開
発

町
民
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
保
税
、
介
護
保
険
料
等
賦
課

固
定
資
産
税
、
特
別
土
地
保
有
税

徴
収
、滞
納
処
分
、納
税
貯
蓄
組
合
、公
金
の
出
納
管
理
、支
払
い
審
査
、資
産
運
用

住
民
登
録
、
戸
籍
、
外
国
人
登
録
、
火
葬
場
、
印
鑑
登
録

国
民
健
康
保
険
、
老
人
保
健
、
国
民
年
金
、
各
種
基
礎
年
金
、
各
種
医
療
費
給
付

循
環
政
策
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
、
環
境
保
護
、
資
源
循
環
活
動
支
援

ご
み
・
公
害
対
策
、
ご
み
ポ
イ
捨
て
禁
止
、
犬
の
登
録
、
防
疫

一
般
福
祉
、
障
害
福
祉（
身
体
・
知
的
・
精
神
）

児
童
福
祉
、
子
育
て
支
援
、
少
子
化
対
策
、
施
設
整
備

各
種
健
診
、
母
子
保
健
、
老
人
保
健
、
健
康
相
談
、
感
染
症
予
防

介
護
保
険
全
般
、
居
宅
介
護
支
援

老
人
福
祉
施
設
、在
宅
高
齢
者
自
立
・
生
活
支
援
、在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、き
き
ょ
う
荘

課　

名

総　

務　

課

　

課
長　

作　

山　

修

　

防
災
対
策
主
幹

　
　
  　

小
田
中
悦
郎

政
策
経
営
課

　

課
長　

八
重
嶋
雄
光

税
務
出
納
課

　

課
長　

高
橋　

恒
行

町　

民　

課

　

課
長　

大　

野　

久

環　

境　

課

　

課
長　

多
田　

祥
一

福　

祉　

課

　

課
長　

齊
藤　

順
一

　

主
幹　

菅
原　

善
憲

（
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　

派
遣
）

長
寿
健
康
課

　

課
長　

戸
塚　

盛
悦

　

健
康
推
進
主
幹

　
　
　
  
似
内　

進

室　

名

総
務
文
書
室

職
員
管
財
室

消
防
安
全
室

政
策
調
整
室

情
報
政
策
室

商
工
観
光
室

住
民
税
室

資
産
税
室

出
納
室

町
民
窓
口
室

国
保
年
金
室

循
環
政
策
室

生
活
環
境
室

福
祉
推
進
室

子
育
て
支
援
室

保
育
所
・
児
童
館

健
康
推
進
室

介
護
保
険
室

長
寿
社
会
室

室
長
（

■直�
�

は
直
通
番
号
）

室
長 
細
川
久

■直�
�

6
7
2
―

6
8
6
8

室
長 
小
田
中
健

■直�
�

6
7
2
―

6
8
6
7

室
長 
佐
々
木
銀
一

■直�
�

6
7
2
―

6
8
6
9

室
長 
佐
藤
勇
悦

■直�
�

6
7
2
―

6
8
7
1

室
長 
佐
藤
美
津
彦

室
長 
小
田
中
修
二

■直�
�

6
7
2
―

6
8
7
2

室
長 
作
山
孝
洋

■直�
�

6
7
2
―

6
8
6
0

室
長 
佐
藤
證

室
長 
佐
藤
亮
子

■直�
�

6
7
2
―

6
8
6
１

室
長 
高
橋
幸
雄

■直�
�

6
7
2
―

6
8
6
2

室
長 
堀
内
由
美
子

■直�
�

6
7
2
―

6
8
6
3

室
長 
中
田
久
敏

室
長 
森
川
一
成

室
長 
鱒
沢
久
年

■直�
�

6
7
2
―

6
8
6
4

室
長 
佐
藤
敬
悦

室
長 
高
橋
ま
つ
子

室
長 
伊
藤
美
佐
子

室
長 
藤
尾
天
右

異
動
者

佐
藤
幸
子
／
豊
岡
茂

（
岩
手
県
警
か
ら
派
遣
）

／
藤
原
信
夫

高
橋
堅
／
中
村
雅
彦

／
山
上
里
香

藤
尾
好
子
／
根
水
利

実
／
工
藤
美
幸
／
高

橋
悦
子

山
岸
一
民
／
藤
原
尚
（
紫

波
・
稗
貫
衛
生
処
理
組
合
へ
出

向
）
／
作
山
孝
光
（
新
採
用
）

藤
尾
智
子
／
中
村
祐

子
／
鎌
田
一
元

※
保
育
所
・
児
童
館
の
異
動

に
つ
い
て
は
次
ペ
ー
ジ
参
照

佐
藤
好
雄
（
社
会
福
祉
法

人
紫
波
会
へ
研
修
派
遣
）
／

小
野
昭
夫
／
畠
山
泰

（
社
会
福
祉
法
人
紫
波
会
か
ら

研
修
派
遣
）
／
横
沢
三
重

子

平
成
十
六
年
度　

町
の
組
織
と
人
事
・
異
動

　

昨
年
度
か
ら
経
営
型
行
政
組
織
へ
転
換

し
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

渡邊泰夫さん（資源循環推進監）
山本章子さん（志和保育所長）
高橋隆浩さん（総務課）
紙友紀子さん（旧姓：阿部　古館保育所）
山本勝弘さん（上平沢小学校）

農
林
課
農
政
企
画
監

　
　
　

藤
田　

覚

農
林
水
産
省
よ
り
派
遣
。主

に
構
造
改
革
特
区
に
か
か

わ
る
業
務
を
担
当

前
歴　

農
林
水
産
省
農
村
振
興

局
農
村
整
備
課
集
落
排
水
・
地

域
資
源
循
環
室
事
業
係
長
。埼

玉
県
上
福
岡
市
出
身

長い間
　ご苦労様でした
３月で退職した皆さん
※カッコ内は最終職名
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第二庁舎中央公民館内第二
庁舎

農
政
企
画
、
農
村
整
備

農
業
生
産
、
畜
産
林
業

有
機
資
源
循
環
、
森
林
資
源
循
環

用
地
取
得
、
区
画
整
理
事
業
、
都
市
計
画
事
業
、
土
地
開
発
、
砂
防
、
治
水

道
路
・
河
川
の
維
持
管
理
、
国
土
調
査
、
公
園
、
駐
車
場
、
駐
輪
場
、
町
営
住
宅

日
詰
駅
前
土
地
区
画
整
理
事
業

基
本
計
画
、
公
共
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
、
終
末
処
理
場
、
水
質
検
査

下
水
道
施
設
整
備
・
維
持
管
理
、
合
併
処
理
槽
、
用
地
補
償

学
校
の
設
置
、学
級
編
制
、教
科
書
、児
童
・
生
徒
相
談
、叙
位
叙
勲

学
校
給
食

学
校
用
務
員

社
会
教
育
、
社
会
体
育
、
総
合
運
動
公
園
、

野
村
胡
堂
・
あ
ら
え
び
す
記
念
館
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

議
案
・
請
願
書
の
取
り
扱
い
、
会
議
録
作
成

選
挙
の
執
行
・
啓
発
、
検
査
審
査
会

農
地
所
権
利
移
動
・
転
用
、
農
作
業
標
準
賃
金
、
農
業
者
年
金
、
市
民
農
園

定
期
監
査
、
出
納
検
査
、
決
算
審
査

水
道
事
業
経
営
、
水
道
料
金

施
設
計
画
・
施
行
、水
道
施
設
の
維
持
管
理
、水
質
検
査
、給
配
水

農　

林　

課

　

課
長　

杉
浦　

正
治

　

農
政
企
画
監　

藤
田
覚

　

農
産
主
幹　

作
山
紀
元

資
源
循
環
推
進
監

　

小
田
島
栄
太
郎

地
域
整
備
課

　

課
長　

山
下　

研
悦

都
市
計
画
監

　

細
川　

敏
幸

下
水
道
課

　

課
長　

藤
原　

秀
夫

総
務
学
事
課

　

課
長　

橋
本　

幸
一

　

給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

　
　
　
　

作
山　

文
昭

生
涯
学
習
課

　

課
長　

熊
谷　

義
昭

　

あ
ら
え
び
す
記
念
館
事
務
局
長

　
　
　
　
 
坂
本　

安
法

議
会
事
務
局

　

事
務
局
長 
佐
々
木　

忠

選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局

農
業
委
員
会
事
務
局

　

事
務
局
長 
中
村　

利
隆

監
査
委
員
事
務
局

水
道
事
業
所

　

所
長　

高
橋 
光
英

農
林
政
策
室

農
林
振
興
室

施
設
整
備
室

施
設
管
理
室

業
務
管
理
室

整
備
促
進
室

学
務
室

給
食
セ
ン
タ
ー

小
・
中
学
校

学
習
推
進
室

中
央
公
民
館

営
業
サ
ー
ビ
ス
室

給
水
サ
ー
ビ
ス
室

室
長 
藤
原
博
視

■直�
�

6
7
2
―

6
8
7
3

室
長 
工
藤
美
保
子

■直�
�

6
7
2
―

6
8
7
4

副
主
幹 
佐
藤
一
夫

室
長 
中
里
和
雄

室
長 
中
村
重
雄

■直�
�

6
7
2
―

6
8
7
7

副
主
幹 
須
川
昭
夫

室
長 
工
藤
巧

■直�
�

6
7
2
―

6
8
7
8

室
長 
堀
内
憲
一

室
長 
多
田
薫

室
長 
花
篭
博
文

■直�
�

6
7
2
―

6
8
6
6

■直�
�

6
7
2
―

6
8
7
0

事
務
局
次
長 
阿
部
栄
一

■直�
�

6
7
2
―

6
8
7
5

監
査
委
員
書
記 
牧
野
良
山

室
長 
高
橋
正

■直�
�

６
7
2
―

6
8
7
9

室
長 
巻
藤
好
司

長
谷
川
理
恵
子
／
須

川
範
一
／
森
川
高
博

中
田
秀
男
／
坂
本
芳

枝
／
高
橋
英
明

作
山
良
雄
／
浦
田
文

伸※
上
段
参
照

阿
部
薫
之
／
高
橋
恵

中
村
勝

浦
田
雅
光

※総務学事課の異動　【総務学事課】工藤睦／阿部雄／
南舘安夫　【給食センター】大石範仁／高橋恵美　【日詰
小】岩渕琢也　【水分小】高橋弘幸　【上平沢小】阿部植夫
　【赤石小】熊谷広一　【星山小】藤原公二　【紫波一中】
佐藤克夫　【紫波二中】佐藤淳

※保育施設の異動　【中央保育所】高橋智雅子／佐藤宙子／中島み
さお　【古館保育所】沼田悦子／浅沼敬子（矢巾町から研修派遣）／坂
下貴子／鈴木健二　【佐比内保育所】水澤晶子／大崎美登里　【水
分児童館】中村さつき　【赤沢児童館】松田美保子　【長岡児童館】館
長　村上いく子　【虹の保育園】（社会福祉協議会派遣）小笠原久子
／星淑子／鎌田千香子　【研修派遣】佐藤久美（矢巾町へ）
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介
護
保
険
室
で
は
、
今
月
か
ら
「
介
護
保
険
」

を
利
用
し
な
が
ら
元
気
を
取
り
戻
し
て
い
る
町
内

の
人
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
町
内

に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
二
ヵ
所
あ
り
、
入
所

を
希
望
す
る
人
が
百
人
以
上
も
待
機
し
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。
こ
う
し
た
中
に
は
「 
終 
の 
棲  
家 
」

つ
い 

す
み 
か

と
感
じ
て
い
る
人
も
い
る
よ
う
で
す
が
、
今
回
紹

介
す
る
山
岸
さ
ん
の
よ
う
に
必
要
な
と
き
だ
け
利

用
す
る
施
設
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
五
年
九
月
、
秋
晴
れ
の
日
、
一
人
の

女
性
が
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム「
百
寿
の
郷
」を

後
に
し
ま
し
た
。女
性
の
名
は
山
岸
祐
子
さ
ん

（
六
十
八
歳
・
日
詰
）。三
年
前
に
入
所
し
た
当
初
、

祐
子
さ
ん
は
介
護
保
険
で「
要
介
護
度
２
」―
―

一
人
で
立
ち
上
が
っ
た
り
歩
け
な
い
こ
と
が
多

い
。排
泄
や
入
浴
な
ど
に
一
部
ま
た
は
全
介
助

が
必
要
―
―
と
い
う
認
定
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

家
族
や
介
護
に
当
た
っ
て
く
れ
た
多
く
の
人
た

ち
の
助
け
に
よ
り
、
徐
々
に
心
身
の
機
能
を
取

り
戻
し
て
き
た
祐
子
さ
ん
が
退
所
す
る
ま
で
の

道
の
り
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

後
遺
症
を
い
や
し
な
が
ら
過
ご
し
た
日
々

　

祐
子
さ
ん
が
百
寿
の
郷
で
在
宅
生
活
へ
向
け
て

の
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
は
平
成
十
二

年
四
月
十
一
日
。平
成
十
二
年
四
月
一
日
に
開

所
し
た
ば
か
り
の
百
寿
の
郷
に
と
っ
て
、
九
人
目

の
入
所
者
で
し
た
。祐
子
さ
ん
は
脳
の
疾
患
で
入

院
治
療
を
受
け
ま
し
た
が
、
退
院
後
も
後
遺
症

が
残
る
こ
と
が
判
明
し
、
生
活
支
援
施
設
へ
の
移

動
と
な
っ
た
も
の
で
す
。当
初
、
あ
ま
り
表
に
出

る
こ
と
も
な
く
、
毎
日
の
よ
う
に
来
る
家
族
の

面
会
を
楽
し
み
に
穏
や
か
な
日
々
を
過
ご
し

て
い
ま
し
た
。

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
手
法
に
よ
り
変
化
が

　

祐
子
さ
ん
の
状
態
に
変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
生
活
支
援
方
法
が
よ
り
小
規

模
・
個
別
対
応
の
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
手
法
に
切
り
替
え

ら
れ
た
平
成
十
四
年
四
月
か
ら
で
し
た
。オ
シ
ボ

リ
た
た
み
な
ど
の
お
手
伝
い
や
入
所
者
の
お
世
話

の
補
助
を
自
分
か
ら
進
ん
で
行
う
よ
う
に
な
り
、

笑
顔
も
増
え
、
心
身
の
状
態
が
回
復
し
、
自
宅

生
活
に
戻
れ
る
可
能
性
が
見
え
て
き
た
の
で
す
。

そ
れ
と
共
に
、
息
子
さ
ん
の
協
力
で
外
出
や
一
時

帰
宅
を
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

家
族
の
支
え
に
よ
り
徐
々
に
快
方
へ

　

平
成
十
五
年
七
月
十
三
日
、
祐
子
さ
ん
の
兄

の
一
周
忌
の
法
要
の
た
め
一
時
帰
宅
。遠
方
の
親

戚
と
の
再
会
が
大
変
う
れ
し
か
っ
た
ら
し
く
、
家

に
戻
っ
て
も
息
子
さ
ん
と
夜
遅
く
ま
で
話
を
し
た

り
、
自
分
か
ら
進
ん
で
家
事
を
し
て
過
ご
し
ま
し

た
。

　

翌
月
の
一
時
帰
宅
の
時
は
、
盛
岡
に
オ
ー
プ
ン

し
た
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
昼
食
を
と
り
ま
し

た
が
、
さ
す
が
に
た
く
さ
ん
歩
い
て
足
が
痛
ん
だ

よ
う
で
す
。

　

こ
う
し
て
数
回
の
外
出
と
一
時
帰
宅
を
し
、

息
子
さ
ん
は
そ
の
た
び
に
祐
子
さ
ん
の
様
子
を
事

細
か
に
施
設
へ
報
告
し
ま
し
た
。そ
し
て
今
後
は

必
要
な
時
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
通
所
だ
け
で
、
祐

子
さ
ん
は
自
立
し
て
い
け
る
と
周
囲
の
期
待
を

も
っ
て
退
所
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。現
在
は

息
子
さ
ん
と
自
宅
生
活
を
頑
張
り
な
が
ら
、　

週
に
三
日
入
浴
な
ど
の
た
め
に
介
護
保
険
を
利

用
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

取
材
協
力　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　

生
活
指
導
員
作
山
幸
雄
さ
ん

※
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
は

寝
た
き
り
な
ど
で
、
常
に
介
護
が
必
要
な
人
が
、
自
宅
で

は
介
護
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
場
合
、
介
護
や
日
常

生
活
上
の
お
世
話
を
す
る
施
設
で
す
。

百
寿
の
郷
介
護
保
険
相
談
所　

介
護
支
援
専
門
員　

阿
部
鮎
美
さ
ん

　

祐
子
さ
ん
の
退
所
が
決
ま
っ
た
と
き
、
退
所
前
か
ら
関
わ
り
の

あ
っ
た
わ
た
し
が
ケ
ア
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
息
子
さ
ん
の
仕
事
の
都
合
で
昼
夜
一
人
で
い
る

こ
と
が
あ
る
祐
子
さ
ん
に
は
、
食
事
面
や
新
居
で
の
不
慣
れ
な
生

活
か
ら
く
る
心
配
な
ど
不
安
な
面
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

祐
子
さ
ん
は
日
増
し
に
新
し
い
生
活
に
慣
れ
、
息
子
さ
ん
を
気
遣

う
姿
も
見
ら
れ
、
当
た
り
前
の
生
活
の
中
で
母
と
し
て
の
想
い
、
役

割
意
識
を
取
戻
し
て
い
き
ま
し
た
。
祐
子
さ
ん
を
通
し
て
、
こ
の

「
想
い
」
や
「
役
割
意
識
」
こ
そ
が
生
き
生
き
と
し
た
生
活
を
送
る

き
っ
か
け
に
な
る
の
だ
と
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

～体験談紹介～�

ケア・マネジャーから

担当　介護保健室�６７２-４５２２

自宅で生活する山岸祐子さん（右）と介護支援専門員の阿部鮎美さん
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●機械の部●　※この標準額には消費税は含まれていません
摘　　要標準額（単位：円）基準作業種別

積み込み散布のみ、１.５tを基準。
運搬費は実費４,５００１０a当たりマニアスプレッタ

７００１回

〃ブロードキャスター １,０００２回

１,３００３回

４,５００〃耕起水
田

ト
ラ
ク
タ
ー

植え付け可能まで６,０００〃整地

１回起こし５,０００〃畑耕起

苗のみの販売価格（稚苗）
ハウス渡し

７００うるち
１箱箱　苗

田　

植

７１０も　ち

５,６００一般
１０a当たり田植機

７,０００側条
施肥

水田畦畔を基準とする２,０００１時間機械草刈

１,０００１０a当たり背負動散

バインダーは結束ひも付きとする７,５００１０a当たりバインダーハーベスター

ドリル 播 種
は

１３,５００
麦

１０a当たりコンバイン
立毛間播種１０,０００

湿田倒伏の場合は話し
合いにより２０％以内で
割増することができる

１７,０００
稲

結束ひも付き２０,０００

６００補助乾燥
（水分１８%未満）乾燥・調整

（ 籾 すりも含む）
もみ

30kg
８５０生籾

（水分１８%以上）
８００生麦

６０１m当たり 畦  畔 塗り
けい はん

２,５００転作田
１０a当たり溝切り

３,０００１０a当たりサブソイラー

１,５００１０a当たり小麦防除

２,０００１０a当たり刈取

牧
草
作
業

５００（１回）１０a当たり反転

６００（１回）１０a当たり集草

１５０１個ミニ
ベーラー梱　

包 ２,０００１個ロール
ベーラー

１,５００１個ラッピング

●人力の部●

超過額
標準額
（単位：円）

基準作業種別

９００７５０１時間水田作業一般

８４０７００〃畑　作　業

１,４００〃 剪  定 
せん てい

果
樹

８４０７００〃その他

８４０７００〃 菌  茸 作業
きん たけ一

般

８４０７００〃施設園芸作業

１,４００〃コンバイン臨
時
オ
ペ

レ
ー
タ
ー

１,３００〃トラクター

１,４００〃薬剤散布（果樹）

■人力の部の超過額は、休憩、昼休み時間を除き、実働８時間を超えて
働いたときの１時間当たりの金額です。「持ち弁当」を基準とし、作業時間
などは当事者間の話し合いで決めてください。
■水田作業は、基盤整備後の圃場を基準としています。
■各種の機械利用において、未整理圃場または稲麦の倒伏の場合や技術
を要する作業料金は割増することができますが、金額については当事者
間の話し合いで決めてください。
■この表以外の作業については、当事者間で決めてください。
■機械の部の標準額には消費税は含まれていません。

●適用される期間は平成１６年４月１日から平成１７年３月３１日までです。

　農業委員会では、平成１６年度の農作業標準賃金
を一部改訂しました。主な改正点は、牧草作業に関
する標準料金を設定したことです。
　「頼む人」も「頼まれる人」もお互いにこの標準
額を守り、農業経営の安定に努めましょう。

農業委員会�６７２-６８７５　有線０１-８８３２

新
し
い

農
作
業
標
準
料
金

紫
波
町
ふ
れ
あ
い
市
民
農
園  
平
成
十
六
年
度
利
用
者
募
集

　

彦
部
地
区
に
開
園
し
た
ふ
れ
あ
い
市
民
農
園
の
利
用
者
を
募
集
中
で
す
。

市
民
農
園
は
、
農
地
を
農
業
者
以
外
の
人
に
提
供
し
て
い
る
も
の
で
、
全
二

十
区
画
中
、
若
干
の
空
き
が
あ
り
ま
す
。一
区
画
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、

利
用
料
は
年
三
千
円
。四
月
中
旬
に
農
園
を
引
き
渡
し
ま
す
。

　

現
地
は
、
遠
く
に
岩
手
山
を
望
み
眼
下
に
は
北
上
川
が
流
れ
、
周
辺
環

境
に
大
変
恵
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。無
農
薬
で
野
菜
を
作
っ
て
食
べ
た
い
人
や
、

心
身
の
健
康
づ
く
り
に
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。利
用
の
申
し
込
み
、
詳

し
い
内
容
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
へ
。
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町
の
西
部
地
区
に
木
の
温
も
り
に
包
ま
れ
た

保
育
所
が
完
成
し
ま
し
た
。
親
と
子
を
つ
な
ぐ

架
け
橋
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
「
虹
の
保
育
園
」

と
名
付
け
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
の
一
翼
を
担
う
場
と
し
て
百
十
五
人
の
園
児

と
共
に
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
し
た
。

　

志
和
・
片
寄
保
育
所
の
老
朽
化
と
地
域
の
要
望
に
よ
り
つ
く

ら
れ
た
こ
の
保
育
所
は
、
町
産
木
材
の
ア
カ
マ
ツ
や
ス
ギ
を
使

い
、
町
の
大
工
職
人
の
手
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
設
計

は
建
築
家
の
佐
川
旭
さ
ん
が
担
当
し
、
広
葉
樹
の
葉
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
窓
、
紫
波
の
森
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
タ
イ
ル
や
動
物
が
は

め
こ
ま
れ
る
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
部
分
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
み
ら

れ
ま
す
。
外
壁
面
に
は
鬼
瓦
が
北
東
方
向
を
に
ら
み
つ
け
、
園

児
た
ち
を
守
る
魔
よ
け
の
役
割
を
は
た
し
て
い
る
と
か
。
上
平

沢
小
学
校
と
校
庭
を
挟
ん
で
建
て
ら
れ
、
澄
ん
だ
空
気
と
川
の

せ
せ
ら
ぎ
の
聞
こ
え
る
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
、
子
ど
も
た
ち
は

無
垢
な
床
を
裸
足
で
走
り
回
っ
て
い
ま
す
。

　　

虹
の
保
育
園
は
町
で
は
初
め
て
の
「
公
設
民
営
型
」
で
、
紫

波
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
そ
の
運
営
を
行
い
ま
す
。
町
の
保
育

士
と
社
会
福
祉
協
議
会
に
採
用
と
な
っ
た
保
育
士
、
そ
し
て
調

理
師
、
看
護
師
、
事
務
員
た
ち
が
一
丸
と
な
っ
て
保
育
業
務
に

携
わ
り
ま
す
。
保
護
者
と
職
員
と
の
信
頼
関
係
を
築
き
、
地
域

の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
五
月
開
所
予
定
）
と
し
て
の
役
割

も
担
っ
て
い
く
た
め
、
何
よ
り
も
話
し
合
い
を
大
切
に
考
え
て

い
ま
す
。

　
「
環
境
と
福
祉
の
ま
ち
」と
し
て
循
環
型
の
ま
ち
づ
く
り
と
町

民
が
安
全
で
安
心
な
充
実
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
を
最
大
の
課

題
と
し
て
し
て
い
る
今
、
森
林
資
源
循
環
と
子
育
て
支
援
面
で

虹
の
保
育
園
に
は
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
に
対
す
る
不
安
や
孤
独
感
が
解
消
さ
れ
、
安
心
し
て

子
育
て
が
で
き
る
環
境
を
地
域
と
と
も
に
つ
く
る
た
め
虹
の
保

育
園
は
歩
み
だ
し
ま
し
た
。
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３～５歳児１～２歳児０歳児時間

全　園　児　登　園

07:00
全　園　児　朝　の　視　診

全　園　児　遊　び

遊　び遊　びオムツ交換

朝の集まりおやつ
授乳・おやつ・睡眠・遊び・外気浴
（個人のリズムに合わせて）09:00

絵本・お話・散歩・運動遊び・
園庭や室内での遊び

絵本・散歩・園庭や
室内での遊び

食事

11:00
睡眠

食事の準備食事

食事

片付け11:30

午後

歯磨き、着替え着替え目ざめた子から遊び

12:00
お昼寝の準備絵本（オムツ交換は随時）

絵本・お話お昼寝

お昼寝

おやつ
14:00

遊び・散歩

目ざめ、着替え目ざめ、着替え

15:00 おやつ準備・おやつおやつ準備・おやつ

園庭や室内での遊び園庭や室内での遊び

お　迎　え　順　に　降　園
17:00

延　長　保　育

全　園　児　降　園19:00

一
人
ひ
と
り
の「
根
っ
こ
」を

　
　
　
　
　

育
む
場
と
し
て

園
長　

小
笠
原
久
子

　

虹
の
保
育
園
は
、
建
物
全
体
が
町
の
森

林
で
あ
り
、
木
々
が
子
ど
も
た
ち
を
見
守

り
育
て
て
く
れ
る
す
ば
ら
し
い
園
で
す
。

館
内
に
は
樹
齢
百
八
十
年
を
超
え
る
木
も

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
見
事
な
木
を
見

る
た
び
に
、
根
が
し
っ
か
り
と
張
っ
て
い

た
か
ら
こ
そ
、
長
い
間
風
雪
に
耐
え
て
こ

ら
れ
た
の
だ
ろ
う
と
、
あ
ら
た
め
て

「
根
っ
こ
」
の
部
分
の
大
切
さ
を
感
じ
取

る
日
々
で
す
。

　

虹
の
保
育
園
は
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
中
心
の
場
と
し
て
、
ゼ
ロ
歳
児
保
育
、

一
時
保
育
、
延
長
保
育
、
休
日
保
育
、
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
も
担
っ
て
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
開
設
初
年
度
と
し
て
、

保
育
は
一
人
ひ
と
り
が
自
己
を
発
揮
で
き
、

楽
し
く
安
心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

保
育
園
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
そ
の
中

で
、
個
々
の
育
ち
を
丁
寧
に
見
な
が
ら
、

健
康
で
敏
捷
性
の
備
わ
っ
た
体
と
感
性
豊

か
な
心
を
「
根
っ
こ
」
と
し
て
育
ん
で
い

け
る
よ
う
な
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。

　

保
護
者
の
皆
さ
ま
や
ご
家
族
の
皆
さ
ま

に
は
、
安
心
と
信
頼
を
も
た
れ
る
保
育
園

と
し
て
連
携
を
深
め
、
職
員
も
共
に
育
ち

あ
え
る
場
と
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

し
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
も
年
齢
を
問
わ
ず

積
極
的
な
交
流
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

★子どもたちがたくさんの友だちの中で、楽しく健やかに成長し、思

いやりの気持ちを育む�★お父さん、お母さんが安心して働くことができ、共に子育て仲間と

して苦労を分かち合い、楽しく子育てできるようにサポートしてい

く�
★手指、足指を使い、発達段階にあわせたリズム遊びを取り入れ、

年齢に必要な体の仕組みを作り上げていく�

★恵まれた自然環境の中に飛び込み、自然の不思議さ、楽しさ、美

しさを感じる感性を育む�★伝統芸能（さんさ太鼓）を通じて地域の人と交流する�

★給食には安心の食材を使い、メニューにも関心を持ち、食事は楽

しいという気持ちを育てながら生きる基本を培う�

★家庭と保育園と地域の人々が手を結び合う�

虹の保育園�保育の中で大切にしていきたいこと�

保育園の一日が始まるのも終わるのもこの玄
関から。

腰壁の互いの重なりは、園児たちの行動や可
能性が積み重なっていくことをイメージ。

先生に本を読んでもらうことが、みんな大好
きです。

年齢に応じた何段階もの便器があり、トイレ
トレーニングも上手にできそうです。

子どもたちが過ごす虹の保育園の一日
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切りもち ４切れ
ジャガイモ 150g
ベーコン 30g
ピーマン 20g
玉ネギ 20g
チーズ 15g
市販のピザソース
オリーブオイル 10cc
塩 少々

稲きび　日本人が古来より食べ
てきた栄養たっぷりの雑穀「きび」
を練り込んだもちです。生活習慣病
予防にも効果があるともいわれる
おいしさいっぱいの黄色いもちです。

白もち　おいしさがそのまま伝
わるヒメノモチ100％のオーソドッ
クスなもちです。添加物を一切使
用しない杵つきでどんな料理方法
にも合います。

赤じそ　カロチンやビタミンな
どが豊富な赤ジゾをつき込みまし
た。彩り・香り・味と楽しめる今まで
にないもちです。

よもぎ　春のヨモギの若芽を摘み、
手間暇かけてつき込みました。焼くと、
ヨモギの風味がいっそう感じられます。

切りもち ４切れ
三ツ葉 10g
わさび 少々
アラレ 少々
和風だし 600cc
薄口しょうゆ 少々
塩 少々
緑茶 10g
片栗粉 適量

作り方
①ジャガイモはよく洗い、3mm厚程の輪切りにし、水
にさらす。水気をふき取りホットプレートに円形に並べ両
面をこんがりと焼く。
②生地代わりのジャガイモにピザソース（好みで塩を足
す）と焼いたもちをのせ、ベーコンとスライスしたピーマ
ン、玉ネギ、チーズを飾りオリーブオイルをかける。
③ふたをして、ホットプレートを180℃に設定し、チーズ
が溶けるまで焼く。

作り方
①だしを温め、茶葉を入れ、調理用ペーパー
で一度漉しておく。
②だしを鍋に入れ火にかけ、薄口しょうゆ、塩
で味を調え、水溶片栗粉でとろみをつける。
③焼いたもちを器に入れ②のだしを回し掛けし、
三ツ葉、アラレ、わさびをのせる。

ピ
ザ
風
も
ち

も
ち
茶
漬

紫あ波せもちたろう・調理例

紫あ波せもちたろう・
商品ラインナップ

贈答用詰め合わせ ３,０００円
単品１袋 ３５０円
※白もちには写真の丸もちのほか、角切りもち、薄切りもちもあります

　赤ジソ、ヨモギも加わり
「紫あ波せもちたろう」発売

イメージキャラクターもちたろう
と紫おりちゃんは盛岡市のデザ
イナー、山崎文子さんの作。
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これまで１ヵ月しか持たなかったもちを
３ヵ月まで持たせることに成功しました。
さらにヨモギや赤ジソのバリエーションも増え、
話題を呼ぶ「紫あ波せもちたろう」です。

　

昨
年
四
月
に
発
売
さ
れ
た
ヒ
メ
ノ
モ
チ
使
用

の
「
紫
あ
波
せ
お
か
き
」
に
続
け
と
、
同
七
月
か

ら
取
り
組
ん
で
き
た
長
期
保
存
が
可
能
な
も

ち
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

開
発
に
は
、
事
業
調
整
連
絡
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、（
有
）
紫
波
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
の
石
杜
取

締
役
統
括
部
長
を
委
員
長
に
、
地
産
地
消
レ
シ

ピ
で
お
な
じ
み
の
東
京
・
西
麻
布「
分
と
く
山
」

総
料
理
長
の
野
崎
洋
光
さ
ん
を
は
じ
め
と
し
た

二
十
六
人
の
委
員
が
担
当
。検
討
・
試
作
・
調
査

を
何
度
も
重
ね
て
「
紫
あ
波
せ
も
ち
た
ろ
う
」

と
し
て
商
品
化
に
こ
ぎ
着
け
た
も
の
で
す
。

　

町
産
の
ヒ
メ
ノ
モ
チ
の
消
費
拡
大
を
目
的
に

開
発
さ
れ
た
「
紫
あ
波
せ
も
ち
た
ろ
う
」は
、
こ

れ
ま
で
の
一
ヵ
月
か
ら
三
ヵ
月
ま
で
保
存
期
間

が
の
び
、
四
種
類
の
味
で
誕
生
し
ま
し
た
。

紫
あ
波
せ
も
ち
た
ろ
う
発
表
会

　

四
月
の
発
売
を
前
に
三
月
二
十
五
日
、
ラ
・

フ
ラ
ン
ス
温
泉
館
で
、
報
道
関
係
者
を
招
い
て

「
紫
あ
波
せ
も
ち
た
ろ
う
」の
発
表
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。テ
レ
ビ
局
４
社
、
新
聞
社
３
社
ほ
か

報
道
陣
が
集
ま
る
中
、
最
初
に
藤
原
町
長
か
ら

特
産
品
開
発
の
経
緯
、
そ
し
て
特
産
品
開
発
委

員
会
委
員
長
の
石
杜
茂
さ
ん
か
ら
試
作
品
の
改

良
と
市
場
調
査
を
経
て
誕
生
し
た
「
紫
あ
波
せ

も
ち
た
ろ
う
」の
商
品
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。そ

の
後
、
商
品
を
使
っ
た
創
作
料
理
が
試
食
と
し

て
出
さ
れ
ま
し
た
。参
加
者
か
ら
は
、「
思
っ
た

よ
り
も
や
わ
ら
か
く
、
口
当
た
り
が
な
め
ら
か

で
お
い
し
い
」と
好
評
を
得
て
い
ま
し
た
。

◇＊
 

問
合
せ　
（
有
）紫
波
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク

　
　
　
　
　

�
６
７
６
―
５
３
０
１
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平
成
十
五
年
度
に
ス
ポ
ー
ツ
や
音
楽
、

文
化
活
動
で
、
特
に
優
秀
な
結
果
を
収

め
た
子
ど
も
た
ち
を
表
彰
す
る
児
童
・

生
徒
顕
彰
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
小
中
学
生
六
人
と
六
団
体
に
メ

ダ
ル
や
盾
が
贈
ら
れ
、
川
村
教
育
長
か

ら
「
皆
さ
ん
が
一
年
間
精
進
し
て
頑

張
っ
た
こ
と
を
生
涯
の
思
い
出
と
し
て

胸
に
刻
み
、
そ
れ
を
励
み
に
ま
た
頑

張
っ
て
ほ
し
い
。
去
年
に
引
き
続
き
同

じ
顔
ぶ
れ
が
こ
の
場
に
い
る
こ
と
も
、

継
続
し
て
頑
張
っ
て
き
た
結
果
で
あ
り

と
て
も
う
れ
し
い
こ
と
で
す
」
と
激
励

し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
が
ん
ば
り

を
応
援
し
て
き
た
親
や
先
生
た
ち
も
、

惜
し
み
な
い
拍
手
を
贈
っ
て
い
ま
し
た
。

　

受
賞
者
の
一
人
、
日
詰
小
学
校
六
年

生
の
畠
山
芽
生
さ
ん
は
、
バ
ト
ン
ト
ワ

リ
ン
グ
の
東
北
大
会
で
二
位
と
な
り
、

全
国
大
会
へ
の
出
場
も
決
ま
っ
て
い
ま

す
。
小
さ
い
こ
ろ
に
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
に

あ
こ
が
れ
て
始
め
た
と
い
う
バ
ト
ン
。

将
来
は
バ
ト
ン
の
先
生
に
な
る
と
い
う

目
標
を
も
ち
、
盛
岡
の
バ
ト
ン
教
室
に

毎
日
の
よ
う
に
通
っ
て
練
習
し
て
い
ま

す
。

個
人
の
部
（
七
種
目
六
人
）

●
私
の
ア
イ
デ
ア
貯
金
箱
コ
ン
ク
ー
ル
日

本
郵
政
公
社
東
北
支
社
長
賞　

日
詰

小
学
校
一
年　

阿
部
つ
ぐ
み

●
全
日
本
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
選
手
権

東
北
大
会
ソ
ロ
ト
ワ
ー
ル
小
学
校
高
学

年
部
門
二
位　

日
詰
小
学
校
六
年　

畠
山
芽
生

●
ご
み
ゼ
ロ
も
り
お
か
大
作
戦
絵
画
部

門
小
学
校
五
・
六
年
生
の
部
最
優
秀

賞　

古
館
小
学
校
六
年　

橋
本
莉
奈

●
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
水
泳
競
技

女
子
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
背
泳
ぎ
一
位
、

二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
背
泳
ぎ
一
位　

紫

波
一
中
二
年　

佐
々
木
友
恵

●
県
明
る
い
選
挙
運
動
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
最
優
秀
賞　

紫
波
一
中
三
年

　

鷹
觜
舞

●
東
北
電
力
中
学
校
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

優
秀
賞　

紫
波
三
中
三
年　

齊
藤
遙

団
体
の
部（
六
団
体
）

●
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
東
北
大

会
銀
賞　

日
詰
小
学
校
吹
奏
楽
部

●
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ミ
ニ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
交
歓
大
会
東
北
大

会
岩
手
県
代
表　

古
館
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
男
子

●
同　

古
館
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
女
子

●
県
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
抜
選
手
権

大
会
東
北
大
会
岩
手
県
代
表　

古
館

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

●
少
年
少
女
消
防
ク
ラ
ブ
フ
レ
ン
ド
シ
ッ

プ
２
０
０
４
（
全
国
表
彰
）
優
良
な
少

年
消
防
ク
ラ
ブ　

佐
比
内
小
学
校
少

年
消
防
ク
ラ
ブ
消
防
少
年
団

●
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
競
技
優
勝　

紫
波
一
中
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
男
子

がんばりのあかし、
児童・生徒顕彰メダル授与

３
　　 １５

町の新名物づくり
特産品弁当試食会

３
　　 ２２

　

町
の
旬
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
特
産

品
弁
当
の
開
発
が
始
ま
り
ま
し
た
。目
指
す
の

は
、
デ
パ
ー
ト
で
の
販
売
や
、
駅
弁
、
仕
出
し

料
理
と
し
て
地
酒
と
共
に
お
い
し
く
食
べ
ら
れ

る
「
詰
め
合
わ
せ
折
り
弁
当
」
で
す
。そ
の
メ

ニ
ュ
ー
を
選
ぶ
た
め
公
募
し
た
弁
当
試
食
モ
ニ

タ
ー
に
よ
る
一
回
目
の
試
食
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。日
ご
ろ
か
ら
食
に
深
い
関
心
を
も
つ
モ

ニ
タ
ー
か
ら
は
、
微
妙
な
味
加
減
や
彩
り
に
つ

い
て
た
く
さ
ん
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。今

回
は
彦
部
産
直
セ
ン
タ
ー
で
仕
入
れ
た
地
元

野
菜
を
中
心
に
、
も
ち
も
ち
牛
の
野
菜
巻
き
、

白
豆
の
ス
ー
プ
煮
、
紅
ま
す
の
酒
粕
漬
焼
き
、

ヒ
メ
ノ
モ
チ
入
お
に
ぎ
り
な
ど
十
二
の
料
理
で

す
。さ
ら
に
試
食
会
を
重
ね
、
季
節
ご
と
の
メ

ニ
ュ
ー
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

少年少女消防クラブフレンドシップ２００４（全国表
彰）佐比内小学校少年消防クラブ消防少年団
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あ
づ
ま
ね
温
泉
保
養
施
設
き
き
ょ
う

荘
が
日
帰
り
来
館
者
五
十
万
人
を
達
成

し
ま
し
た
。
五
十
万
人
目
と
な
っ
た
の

は
佐
藤
定
行
さ
ん
（
八
十
歳
・
盛
岡
市
）

で
す
。
多
く
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

や
入
浴
に
訪
れ
た
人
が
見
守
る
中
、
佐
藤

さ
ん
と
そ
の
前
後
に
訪
れ
た
三
人
が
く

す
玉
を
割
り
、
藤
原
町
長
か
ら
は
感
謝
状

を
、
施
設
の
職
員
か
ら
は
花
束
や
記
念
品
、

入
浴
券
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
佐
藤

さ
ん
は
週
に
三
回
、
奥
さ
ん
の
ツ
ヤ
さ
ん

と
と
も
に
車
で
盛
岡
か
ら
や
っ
て
き
ま

す
。
き
き
ょ
う
荘
が
で
き
る
前
の
簡
易

入
浴
施
設
時
代
か
ら
の
愛
用
者
で
、「
私

は
片
方
の
肺
し
か
機
能
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
毎
日
体
調
よ
く
過
ご
せ
る
の
は
こ
こ

の
湯
の
お
か
げ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
足

と
腰
が
痛
ん
だ
と
き
に
毎
日
通
っ
て
治

し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
施
設
も

広
々
と
し
て
、
湯
船
に
入
っ
た
瞬
間
に
肌

が
つ
る
つ
る
す
る
の
が
気
持
ち
良
い
。

幸
運
に
も
五
十
万
人
目
に
当
た
っ
て
今

年
は
い
い
こ
と
が
あ
り
そ
う
で
す
」
と
、

は
つ
ら
つ
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
お

風
呂
上
が
り
の
せ
い
か
血
色
が
良
く
背

筋
も
す
っ
と
伸
び
、
大
変
若
々
し
い
印
象

を
受
け
ま
し
た
。
き
き
ょ
う
荘
の
お
湯

は
、
町
外
の
人
に
も
愛
さ
れ
健
康
づ
く
り

に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

消
防
署
員
を
講
師
と
し
て
、
三
十
四
人
の
消
防
団
員
が

普
通
救
命
講
習
を
受
講
し
ま
し
た
。こ
の
講
習
会
は
、
災
害

現
場
に
出
動
し
た
消
防
団
員
が
、
応
急
処
置
を
必
要
と
し

た
場
合
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
す
。団
員
が
、

心
肺
蘇
生
の
初
歩
的
な
知
識
と
技
術
を
習
得
し
て
い
る
こ

と
に
よ
り
、
住
民
の
生
命
を
救
助
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

を
目
的
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

救
命
に
関
す
る
理
論
の
習
得
と
ダ
ミ
ー
人
形
を
使
っ
て
の

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
人
工
呼
吸
の
講
習
を
真
剣
な
表
情
で
受

講
し
ま
し
た
。最
後
に
修
了
検
定
が
あ
り
、
全
員
が
無
事
合

格
し
、
修
了
証
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

消防団員が
普通救命講習会

 ３
　　１４

ききょう荘が
５０万人を達成春の陽ざしの中

大海目指して
３
　　 １０

　

春
の
風
物
詩
と
な
っ
た
滝
名
川
サ
ケ
の
稚
魚
放
流
が
、

柔
ら
か
な
陽
ざ
し
の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
滝
名
川
の

志
和
橋
上
流
に
、
あ
づ
ま
幼
稚
園
、
志
和
・
片
寄
保
育
所
、

水
分
児
童
館
の
子
ど
も
た
ち
百
九
人
が
集
ま
り
、
一
人
ひ

と
り
の
バ
ケ
ツ
に
稚
魚
を
入
れ
て
も
ら
い
、
思
い
思
い
に

声
を
か
け
な
が
ら
川
に
放
し
て
い
き
ま
し
た
。
今
年
は

例
年
よ
り
や
や
小
さ
め
四
、
五
セ
ン
チ
ほ
ど
。
し
か
し
元

気
の
良
さ
は
例
年
以
上
で
五
万
匹
の
稚
魚
た
ち
は
せ
せ

ら
ぎ
の
中
を
大
海
に
向
け
て
旅
立
ち
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
、
四
年
後
に
大
き
く
成
長
し
て
戻
っ
て
き
て
く
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
み
ん
な
で
見
送
っ
て
い
ま
し
た
。
主

催
の
滝
名
川
漁
業
組
合
で
は
サ
ケ
の
成
長
だ
け
で
な
く
、

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
心
の
成
長
を
願
っ
て
毎
年
こ

の
機
会
を
与
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
数
日
後
に
は
、
稚
魚

を
育
て
た
養
殖
場
近
く
の
彦
部
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち

も
放
流
事
業
を
体
験
し
ま
し
た
。

３
　　 ２９
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問合せ�
　紫波町（代表）672-2111

紫波町ポータルサイトhttp://www.town.shiwa.iwate.jp/

期　　　間内　　　　　　　容教　室　名

■期 ■間 ５月１０日～７月１２日
　　毎週月曜（１０回）
■時 ■間 ９：３０～１１：３０

グラウンドゴルフ、ニュースポーツ、レクリ
エーションゲームなどで運動不足の解消を。
■会 ■場 総合体育館ほか
■参 ■加 ■料 ２,０００円
■指 ■導 体育協会指導主事ほか

元気
ゼミナール
■対 ■象 一般成人
■定 ■員 ３０人

■期 ■間 ５月１１日～７月１３日
　　毎週火曜（１０回）
■時 ■間 １０：００～１２：００

ソフトテニスの基本からゲームまで指導しま
す。ラケット貸出あり。
■会 ■場 運動公園テニスコート
■参 ■加 ■料 ２,０００円
■指 ■導 紫波町ソフトテニス協会員

ソフトテニス
教室
■対 ■象 一般成人
■定 ■員 ２０人

■期 ■間 ５月１１日～７月１３日
　　毎週火曜（１０回）
■時 ■間 １８：３０～２０：３０

水泳の初歩から指導し、必ず泳げるように
なります。
■会 ■場 ラ・フランス温泉館　■参 ■加 ■料 １,０００円、
プール利用料（６００円）は個人負担　
■指 ■導 紫波町水泳協会員

水泳教室
■対 ■象 １６歳以上
■定 ■員 ２０人

■期 ■間 ５月１２日～７月１４日
　　毎週水曜（１０回）
■時 ■間 １８：３０～２０：３０

初心者歓迎。教室終了後には、ゴルフ場で
力試し（ラウンド）をします。
■会 ■場 花巻温泉ゴルフサロンほか
■参 ■加 ■料 ２，０００円　
■指 ■導 菊池喜昭さん（紫波町ゴルフ協会員）

ゴルフ教室
■対 ■象 一般成人
■定 ■員 ２０人

■期 ■間 ５月１２日～７月１４日
　　毎週水曜（１０回）
■時 ■間 １９：００～２１：００

硬式テニスの基本からゲームが出来るまで、
グループに分けて指導。ラケット貸出あり。
■会 ■場 運動公園テニスコート
■参 ■加 ■料 ２,０００円
■指 ■導 紫波町テニス協会員

ナイター
テニス教室
■対 ■象 一般成人
■定 ■員 ５０人

■期 ■間 ５月１３日～７月１５日
　　毎週木曜（１０回）
■時 ■間 １９：００～２０：３０

関節に負担がかからない水中での運動で
す。消費カロリーはかなり期待できます。リズ
ムに合わせて楽しく身体を動かしましょう。
■会 ■場 ラ・フランス温泉館　■参 ■加 ■料 ２,０００円、
プール利用料（６００円）は個人負担
■指 ■導 五十嵐敏江さん、菅波久美子さん

水中運動教室
■対 ■象 １６歳以上
■定 ■員 ３０人

■期 ■間 ５月１４日～７月２３日
　　（６ /２５を除く）
　　毎週金曜（１０回）
■時 ■間 １０：００～１１：３０

親子いっしょに遊具遊びやゲームなどで、
子どもの運動能力を伸ばします。
■会 ■場 総合体育館
■参 ■加 ■料 親１,５００円、子ども５００円
■指 ■導 体育協会指導主事ほか

ちびっこ
スポーツ教室
■対 ■象 幼児（２～
６歳）とその親
（子どもは複数可）
■定 ■員 ３０組

■期 ■間 ５月１５日～７月１７日
　　毎週土曜（１０回）
■時 ■間 １０：００～１１：３０

ホームヨーガの基本を指導します。柔軟性
の向上により体調が良くなります。
■会 ■場 総合体育館
■参 ■加 ■料 １,０００円　■指 ■導 金田一富子さん

ヨーガ教室
■対 ■象 一般成人
■定 ■員 ２５人

■期 ■間 ５月１５日～７月１７日
　　毎週土曜（１０回）
■時 ■間 １６：００～１８：００

なぎなたの基本を指導。初心者大歓迎。
■会 ■場 総合体育館
■参 ■加 ■料 高校生以下５００円、一般１,０００円
■指 ■導 紫波なぎなたクラブ会員

なぎなた教室
■対 ■象 小学生以上
■定 ■員 ２５人

■期 ■間 ５月１５日～７月１７日
　　毎週土曜（１０回）
■時 ■間 １０：００～１２：００

ラグビーの基本を指導します。
■会 ■場 運動公園陸上競技場
■参 ■加 ■料 １,０００円
■指 ■導 紫波町ラグビー協会員

ジュニア
ラグビー教室
■対 ■象 小学生
■定 ■員 ５０人

■期 ■間 ５月９日～７月１８日
　　毎週日曜
■時 ■間 １０：００～１２：００

硬式テニスの基本からゲームが出来るまで、
グループに分けて指導。ラケット貸出あり。
■会 ■場 運動公園テニスコート　■参 ■加 ■料 ２,０００
円　■指 ■導 紫波町テニス協会員

テニス教室
■対 ■象 中学生以上
■定 ■員 ５０人

申し込みは参加料を添えて

総合体育館窓口に

◆教室は、初心者・初級者を対象

として基本を中心に指導します。

◆各教室とも、定員になり次第

募集を締め切りますので、お早

めに申し込みください。

◆開講２日前までに、５人以上

の申し込みがない教室は開講し

ませんのでご了承ください。

◆参加料にはスポーツ安全保険

料を含みます。

◇● 問合せ　総合体育館�６７６-

２６５０　有線０１-３１６３

平成１６年度 前期 紫波町スポーツ教室プログラム

皆さんの善意をお願いします
日本赤十字募金月間
５月１日～３１日

　日本赤十字にご協力をいただ

いた皆さんの募金は、世界各地

の紛争、災害、病気で苦しんで

いる人々の支援活動や献血事業

に使われています。

　募金は行政区長を通じて５月

に行います。募金額の目安は１

世帯当り５００円ほどですので、

皆さんのご協力をお願いします。

　なお、日本赤十字の事務はこ

れまで社会福祉協議会が行って

いましたが、平成１６年度から福

祉課で取り扱います。

◇● 連絡先　福祉課福祉推進室

�６７２-２１１１　内線１５２２

一般成人向けです
アクアビクス教室

◇● 開催日　５月１１日～６月２９日の

毎週火曜（８回）、午後１時～３時

◇● 会場　ラ・フランス温泉館

◇● 参加料　３,５００円（定員２５人）

◇● 問合せ　総合体育館�６７６-

２６５０　有線０１-３１６３
※開講２日前までに、１５人以上の申込が
ない場合は休講となりますのでご了承く
ださい。
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問合せ�
　紫波町（代表）672-2111

紫波町ポータルサイトhttp://www.town.shiwa.iwate.jp/

紫波中央駅で販売する
農産物・加工品を募集

　（有）紫波フルーツパークは５月１５日から紫

波中央駅待合所で、町の特産品販売と観光案

内を行う「紫あ波せ本舗」を開店します。そこで

販売する農産物、加工品などを募集しています。

◇● 問合せ・申込　４月３０日（金）までに（有）紫

波フルーツパーク�６７６-５３０１または商工観光

室�６７２-６８７２

須川　文雄6

水  
分

菅川　一雄7

浅沼　克男8

藤原　孝雄9

工藤　繁男10

熊谷　悦雄11

高橋　正12

菅原　善昭13

大沼啓之助2

志  
和

鷹觜　清人3

吉田　昭雄4

小田中正人5

須藤　一憲6

細川　忠治7

高橋　章夫8

阿部美津子9

阿部喜代志10

　橋　好悦11

細川　昭夫12

藤尾　忠俊13

杉浦　圓藏14

工藤　伴男15

小田中英世16

高橋　一雄17

松川　光夫18

畠山　俊彦19

冨岡　成雄20

鷹觜　充夫21

佐藤　雄一1

赤  
石

簗田　忠2

小林　弘臣3

工藤　信夫4

齋藤　雄5

佐々木仲二6

藤沼　和郎7

村上　侃8

丹野　忠次9

鎌田　友紀10

中島　俊一11

箱崎　勝紀12

箱崎　良行13

佐藤　皚14

畠山　征敏15

滝浦　敬一16

赤  
石

岩清水信悦17

照井　守明18

長谷川久男19

阿部　将任20

花篭　勝久1

彦  
部

晴山　昭平2

栃澤　博夫3

佐藤　敏郎4

佐藤　豊満5

阿部　弘6

阿部　百行7

佐々木幸夫8

阿部　肇男9

阿部　時男10

田面山善光1

佐
比
内

佐々木嘉寿正2

菊池　清3

藤代　敬一4

柏原　康夫5

多田長四郎6

石井　清蔵7

菅原　貞夫8

橋本　忠雄9

吉田　耕治1

赤  
沢

池田　實2

作山　幸三3

佐々木廣治4

遠山　隆雄5

中村　成志6

松田　巖7

福田　惇8

大志田　洋1

長  
岡

北田　卓也2

横澤　克巳3

佐々木壮一4

藤沼　初5

北田　綾子6

藤原　克郎7

稲垣　勲8

細川　一9

佐藤　順吾10

阿部　久作11

大津　博美1

日  
詰

田村　晃一2

藤本　春治3

佐藤　寿喜4

池内　茂義5

村谷　忠義6

横沢　憲一7

長谷川利夫8

鈴木　芳雄9

藤原　清一10

松田　駒次11

山口與祖次郎12

浦田まさ子13

山川　正勝14

川向　良一15

阿部　英夫16

下澤　信子17

綿谷　孝司18

長谷川千秋19

小川　貞雄1

古  
館

小川　清一2

　橋　肇3

　橋　正巳4

加藤　義男5

大坪　正孝6

長谷川幸雄7

須川　成夫8

　橋　温9

畠山　宏10

菅原　榮治11

八重樫榮司12

藤原　洋13

金野　洪衛14

大沼　昭平15

浅沼　正志16

花立　甫17

土川　彰映18

村上　正19

武田　良憲1

水  
分

谷地　勝昭2

生内　敬二3

坂本　幸男4

橘　   長一5

新任行政区長の皆さんを紹介
　行政区長（任期１６・１７年）は町長の委嘱を受け、住民と町のパイプ役

やまとめ役として重要な役割を担っています。また通知書や広報誌など

の配布、申請や申込のとりまとめ、あるいは調査を担当することもありま

す。地区の活動に欠かすことのできない行政区長の皆さんとともに、住

み良い地区をつくっていきましょう。

※行政区長報酬について　１ヵ月当たりの基本額６,８００円に１世帯につき１５０
円を加えた額を半年分まとめて９月と３月に支給しています。

印鑑証明書が住民基本台帳
カードでも交付できます

　印鑑証明書の交付を受けるには、印鑑登録証の

提示が必要でしたが、４月１日から次の条件を満た

せば、住民基本台帳カードでも印鑑証明書の交付が

受けられます。

◇● 条件　①すでに印鑑登録をしている人　②顔写

真入りの住民基本台帳カードをお持ちで、本人が交

付を受けるとき　③住民基本台帳カードのパスワー

ドの入力が必要になります

※代理人の申請はできません

本人確認の方法が変わります
　公的手続きについての偽造事件が全国で多発し

ていることから、住民基本台帳カードの交付や公的

個人認証サービスの登録（紫波ネット２月号に掲載）

にあたっては、その取り扱いを改正・検討するなどの

必要性が出てきています。

　町では、３月に施行された国の指針に基づいて

次の登録にあたっての本人確認について改正を行い

ますので、ご理解とご協力をお願いします。

　①住民基本台帳カードの交付

　②公的個人認証サービスの登録

　③印鑑登録証の交付

　現　行　身分証明書（運転免許証など）の提示

ができない人については、照会書を郵送

して、その照会書を窓口に持参した際に

登録や交付を実施

　改正後　照会書を窓口に持参した際に、次のい

ずれかの証書提示をあらたに求めます

　　・健康保険被保険者証

　　・療育手帳

　　・生活保護受給者証

　　・各種年金証書

◇● 問合せ　町民課�６７２-６８６２

窓 口 か ら の お 知 ら せ
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アルバムにはられたあの日の紫波町

スローな昔の生活をのぞき、

心をいやしてください。

保
育
所
の
一
日

昭
和
三
十
九
年
八
月

広
報
し
わ
掲
載
写
真

石田さんの切り絵教室がラ・フランス温泉館で開催されます。小学生でも簡単にできます
ので、チャレンジしてみませんか？
５月２日（日）午前１１時と午後２時の２回（各１時間程度、各回４０人の先着申込順）
申込　ラ・フランス温泉館�６７３-８５５５（参加料１人５００円）
※石田さんの作品はあらえびす記念館で見ることができます。また今回紹介した作品は、
役場本庁舎１階ロビーに５月末まで展示しています。

今回の作品
ペーパーバイク
「HONDA　DAX-ST５０」

作者
石田義信さん
　　　　　（星山）

　さまざまな素材の紙やアルミシートを幾重にも
切り張りし、平面の額の中に立体感を表現してい
きます。１つの作品に多いときは４００枚も張り合わ
せます。石田さんはモトクロスレーサーのライセンス
を持ち、現在もレースに出場しています。娘さんが
折り紙を切って遊んでいたのを見て、大好きなバ
イクと切り絵がリンクしオリジナルの作風を確立し
てきました。
紙の單車屋ＨＰ　http://www.kamitan.com/


